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彙報

A. 2023年度キリスト教学専修講義題目

津田謙治教授

系共通講義 ： 「キリスト教学講義A、B」

特殊講義 ：： 「初期キリスト教教理史II/D、Il/E」

演習： 「教父学の古典的研究を読むII/A、II/B (H.R. Drobner, Lehrbuch 

der Patrologie, 2011)」
演習： 「キリスト教思想の諸問題」（大学院生の研究発表）

山田 順講師

特殊講義 ： 「都市ローマにおける初期キリスト教考古学・図像学研究とその

杉村靖彦講師

特殊講義：

谷塚巌講師

特殊講義 ：

渡部和隆講師

特殊講義：

浅野淳博講師

可能性」

「前期 ：告白・反省・自伝一「自己を語る」ことの宗教哲学

後期 ：西谷宗教哲学の研究 (3)」

「キルケゴールの宗教思想とレトリ ック」

「日本のキリスト教思想 ：無教会キリスト教を中心に」

演習： 「コロサイ書の緒論と講読」

平出貴大・波勢邦生講師

演習 ： （前半）宗教運動としての「終末論」

（後半）ルドルフ・ブルトマンの「終末論」

河崎靖講師

演習 ： 「ボンヘッファー関連に関するテキストをドイツ語で読む」

手島勲矢講師

語学 ： 「古典ヘブライ語初級 ・中級文法」
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B. 2023年度論文題目 (2024年3月）

卒業論文

佐藤良磨 「ジョン・ヒックの神義論と宗教多元主義仮説の理論的考察」

修士論文

中尾直通 「証聖者マクシモスにおける〈神人的エネルゲイア〉」

課程博士論文

渡邊蘭子 「後期アウグスティヌスにおける欲望の問題」

平出貴大 「宗教の根源への問い

―ー前期・中期パウル・ティリッヒの宗教哲学的思索ー」

C. 2023年度学術大会

第30回学術大会

2023 年 7 月 15 日（土）京都大学文学部校舎 2 階•第 7 講義室／オンライン

香西 信 「バルナバの手紙にみられる聖書解釈の特徴」

鬼頭葉子 「キリスト教思想とケア」

第31回学術大会

2023 年 12 月 2 日（土）京都大学文学部校舎 2 階•第 7 講義室／オンライン

ティエリ・リチャーズ

「内村鑑三による終末論と罪の理解の関連性」

南翔一朗 「キリスト教は倫理学の理論的議論にコミットできるか？

ー一神学者ラッチョウによるシンガー批判とその有効性ー~」
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京都大学基督教学会規約

1.本会は京都大学基督教学会と称し、事務局を京都市左京区吉田本町 京都大学大学院

文学研究科キリスト教学研究室に置く。

2.本会は甚督教学研究の進展を目的とする。

3.本会は前条の目的を達成するために以下の事業を行う。

(1)研究集会、講演会などの開催

(2)学会誌『基督教学研究』の発行

(3)内外の研究機関及び研究者との相互交流

(4)その他の必要な事業

4.本会は基督教学の研究に従事する者、もしくは本会の趣旨に賛同する者をもって構成

する。

(1)一般会員

(2)学生会員 大学院学生及びこれに準ずる者。

(3)会友 本会の趣旨に賛同するもので、研究集会での発表の機会と学会誌の配布

を受けることができる。

会友希望者は、委員会の承認により会友となることができる。 2年以上会友で

あった者で、会員になることを希望する者は、会員 2名の推薦により委員会の議

を経て、総会で承認を受けるものとする。

5.本会の経費は、会費、寄付金、その他の収入をもってこれに充てる。

会費として、会員は年5,000円、会友は年3,000円を納めるものとする。

6.本会の運営のために次の委員を置く。

(1)代表者 (1名）

(2)委員（若干名）

(3)監事 (1名）

7.本会は毎年総会を開き、会計及び一般報告を行い、必要事項を協議する。

8.本規約は運営委員会の発議に基づき、総会において変更することができる。

附則

本規約は 1998年 12月施行、 2008年7月改訂。

運営委員会

代表者 ：勝村弘也

委員：片柳榮一、勝村弘也、芦名定道、武藤慎一、岩城聰、岩野祐介、津田謙治、

土井健司、近藤 剛、鬼頭葉子

監事 ：笠井恵二
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執筆者

片柳榮 京都大学名誉教授

安酸敏演北海学圃大学学長

杉村靖彦京都大学教授

小柳敦史北海学園大学准教授

須藤英幸東京基督教大学准教授

汁チI.' ダリオ •7 ンドレス 京都大学大学院文学研究科後期課程

塩 川 礼佳 京都大学大学院文学研究科後期課程

ティエリ・リチャーズ 京都大学大学院文学研究科後期課程

『基督教学研究」投稿規定

1.寄稿者は本学会員にかぎる。

2. 内容は未発表の学術論文であること。採否ならびに掲載の時期は、査読委員による査

読の報告に基づき、編集委員会が決定する。

3. 寄稿原稿は、論文については400字詰原稿用紙40~50枚（註・図表などを含む）相当、

研究については 30枚相当とする。

4. 寄稿原稿の執筆細目および査読審査規定については、別途、原稿執筆要項等の内規に

て定めることとする。

5.寄稿原稿には、欧文タイトル、執筆者欧文氏名を付記すること。

6. 原稿が採用された場合、執筆者には抜刷30部を贈呈する。

（本規定は 2000年 12月16日から施行する）
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